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水不足が深刻になっています！ 
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村村民民だだよよりり 

父島のダム総貯水率の推移を示したグラフです。１９８０年の渇水の際は、ダム総貯水率が２０％を割り、１日４時間の

時間給水を実施しました。今年は１９８０年の渇水よりも早いペースで貯水率が低下しており、より深刻な状況となる可能

性があります。 

 ７月５日現在、父島４か所のダム総貯水率は、４４.８％です。夏の観光シーズンを迎え、このまままとまった降雨がな

い場合には、村民だより７月号でお知らせしたよりも早い８月末から９月上旬にダムの水がなくなってしまう見込みです。 

 母島のダム総貯水率は、７月５日現在７１.９％です。父島ほど深刻ではありませんが、引き続き節水にご協力ください。 

◎小笠原村渇水対策本部設置 
 

今年の小笠原諸島は、降水量が非常に少なく、ダム貯水量が父島、母島とも通常の年よりも大幅に低下しています。村民の皆様

には、使用量の削減にご協力いただいておりますが、今後も降水量が少なく、さらにダム貯水量が低下した場合には、時間給水な

ど給水制限を実施しなければならない状況になっています。 

水源状況の回復は、今後の降雨の有無によりますが、まとまった雨量は当分の間期待できない状況にあります。 

このため、村では７月１日に「小笠原村渇水対策本部」を設置し、具体的な渇水対策を検討し、迅速に推進してまいります。 
 

◎シャワー施設の使用停止および水圧の引き下げについて 
 

これから夏の観光シーズンを迎え、水需要が増える見込みですが、時間給水の実施をなるべく避けるために、７月４日より、扇

浦レストハウス、大村海岸、小港園地の各シャワーの使用を停止しました。ご理解をお願いします。 

また、父島では水の使用量を削減するため、水道の水圧を現在よりも下げる予定です。作業を実施する際は、各戸ごとにお知ら

せを配布しますので、ご理解とご協力をお願いします。 
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 父  島 母  島 
降 水 量 １４５.０ｍｍ １８４.０ｍｍ 

平 年 比 ３１％ ― 

 

◎さらなる節水にご協力ください 
 

蛇口をひねると、いつでも出てくる水道水ですが、今年のように雨が降らない日が続くと、島では内地のように隣接する地域

から水の融通が得られないため一気に深刻な状況になります。 

水は限りあるものであり、貴重な資源です。必要な分だけを使うようにし、無駄な使用は無くすよう努めましょう。 

今一度、自分の生活を見直し、毎日の生活の中で水の使い方を工夫してみてください。 

民宿等宿泊施設を経営されている方は、宿泊客への節水ＰＲをお願い致します。 

【節水ポイント】 

○食事の後片付け 

食器、フライパンの油汚れなどは、古新聞や使わなくなった布で落としてから水洗いすると節約できます。また、蛇口の

こまめな開け閉めを心がけましょう。 
 

○洗顔、歯磨き 

洗顔や歯磨きの際は、洗面器、コップなどに貯めてからお使いください。３０秒間水を出しっぱなしにすると、約６リッ

トルもの水を使います。コップなら３杯程度で済みます。 

 

○洗濯はお風呂の残り湯で 

残り湯は水温が高いので汚れ落ちも良くなります。また、洗濯物はまとめて洗うように心がけましょう。 

洗濯だけでなく、拭き掃除など他の用途にもご利用ください。 
 

○お米のとぎ汁は植木に 

お米のとぎ汁は栄養分があるので肥料にもなります。 
 

○水洗トイレ 

水洗トイレの洗浄レバーは、大小を適切に使い分けることによって節水することができます。機種にもよりますが、大と

小では約２リットル違います。 
 

○洗車はご遠慮ください。 

どうしても必要な時は、バケツに汲み置きしてご使用願います。バケツ洗いなら３０リットル程度で済む洗車も、流しっ

ぱなしのホース洗いでは、２４０リットル以上の水を使ってしまいます。 

◎小笠原諸島の少雨に関する東京都気象情報第２号 

（平成２３年６月２９日気象庁発表） 
 

小笠原諸島では、３月以降、平年に比べ高気圧に覆われやすかったため、降水量の少ない状態が続いています。３月からの降

水量は、父島では平年の３割程度にとどまっています。また、６月に入ってからの降水量は、６.０ｍｍ（平年の５パーセント）   

と、まとまった雨が降っていません。 

今後は、太平洋高気圧の勢力がやや弱まり雲が広がりやすくなりますが、今後２週間程度はまとまった雨は予想されておら 

ず、少雨の状態を解消するにはいたらない見込みです。 

農作物や水の管理等に十分注意してください。 

 
【降 水 量】 

○３月１日～６月２８日まで ○６月１日～６月２８日まで 

 父  島 母  島 
降 水 量 ６.０ｍｍ １.５ｍｍ 

平 年 比 ５％ ― 

 
※母島の平年比は、期間の不足等の理由により、統計値がありません。 

 

 この情報は、６月１５日発表の「小笠原諸島の少雨に関する東京都気象情報第１号」を引き継ぐものです。  

詳細は、気象庁ホームページをご覧ください。（http://www.jma.go.jp/jp/kishojoho/319_05_662_20110629015910.html） 

 

 

●問合せ先 総務課総務係  ２―３１１１ 

建設水道課   ２―３１１５ 


